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論文概要 

	 本研究の目的は，相互評価を導入した MOOC（Massive	Open	Online	Courses；大規模公

開オンライン講座）をインストラクショナルデザイン（Instructional	Design，以下 ID）

に基づいて設計・実践し，その評価と学習者特性との関連を検討することであった．本研

究は，次の３つから構成される．１つ目は，MOOC における相互評価の設計のための予備研

究（第２章），２つ目は，ID に基づく MOOC の設計（第３章），３つ目は，第３章で設計し

た相互評価を導入した MOOC の実践およびその評価と学習者特性との関連（第４章）である．	

	 第１章では，本研究の背景と本研究のテーマである MOOC と e ラーニング，相互評価，ID

に関する研究について概説した．また，本研究の目的と構成についても言及した．	

	 第２章（研究１）では，MOOC の１つである JMOOC の講座において，学習者同士の相互評

価を導入し，大規模なオンライン環境における相互評価の教育効果と設計時の留意点につ

いて検討した．講座の受講期間は４週間であり，受講登録者は 12068 人であった．相互評

価を行った感想に関する自由記述について，KJ 法により分類した結果，相互評価に関する

肯定意見としては，理解の深化，相互評価の仕組みに対する満足感，新たな視点の獲得に

関するコメントが多く挙げられた．このことから，相互評価の導入は，学習者の主観的理

解度や満足感を高めることにつながる可能性が示唆された．一方，相互評価に関する否定

意見としては，負担の大きさ，評価の難しさ，評価人数の多さに関するコメントが多く挙

げられた．このことから，相互評価を導入する際には，学習者への負荷が高くなりすぎな

いように考慮して設計する必要性が示唆された．	

	 第３章（研究２）では，第２章（研究１）で得られた留意点を踏まえて，相互評価を導

入した MOOC を ID に基づいて設計した．講座の内容は，アルフレッド・アドラーが提唱す

る「アドラー心理学」に関するものとした．設計にあたっては，ID 手法の１つであるガニ

ェの９教授事象を取り入れた．講座は５単元から構成された．各単元の流れは，(1)オンデ

マンド講義による「導入のレクチャー」の視聴，(2)個人ワークの実施，(3)オンデマンド

講義による「解説のレクチャー」の視聴，(4)理解度確認クイズへの解答，(5)レポート課

題の提出，(6)相互評価の実施，(7)オンデマンド講義による「まとめ」の視聴，とした．	
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	 第４章（研究３，研究４）では，第３章（研究２）で設計した相互評価を導入した MOOC

を実践し，その評価と学習者特性との関連を検討した．講座の受講期間は５週間であり，

受講登録者は 3529 人であった．研究３では，学習者の特性として着目した e ラーニング指

向性と相互評価指向性（相互評価への信頼感，相互評価の有用感）が学習継続意欲と講座

評価にどのような影響を及ぼすのかについて検討した．その結果，e ラーニング指向性は，

相互評価の有用感と学習継続意欲，講座評価に正の影響を及ぼすことが示された．相互評

価指向性においては，相互評価への信頼感から講座評価に正の影響を及ぼすことが示され

た．相互評価の有用感は相互評価への信頼感と学習継続意欲，講座評価に正の影響を及ぼ

すことが示された．また，相互評価の有用感は，学習継続意欲と講座評価に対して最も大

きな正の影響力を示した．これらのことから，e ラーニング指向性と相互評価指向性は学

習継続意欲と講座評価に寄与することが示唆された．また，本モデルの結果から，e ラー

ニング指向性は各変数に対する起点となることが示唆された．すなわち，学習者の e ラー

ニング指向性を高めることで，相互評価指向性と学習継続意欲，講座評価を高めることに

つながる可能性が示唆された．	

	 そこで，研究４では，e ラーニング指向性の向上を図るための示唆を得るために，研究

３と同様の講座を対象として，学習者の e ラーニング指向性の変化と e ラーニング指向性

の項目間の因果関係ついて検討した．その結果，e ラーニング未経験者は，e ラーニングの

講座を修了することにより，e ラーニング指向性が向上する可能性が示唆された．また，

交差遅延効果モデルによる分析の結果，e ラーニング指向性の「孤独」が重要な要因にな

っていることが示唆された．そのため，e ラーニング指向性を高めるためには，学習者の

孤独感を軽減させられるような工夫を講じることが必要であることが示唆された．	

	 第５章では，本研究により得られた知見を総括し，今後の展望について述べた．本研究

の結果，MOOC における学習者の学習意欲の向上と学習者特性を考慮した講座設計に関する

有益な示唆が得られた．また，今後の展望においては，MOOC における学習者の孤独感軽減

のための支援方法の検討，相互評価の質向上の検討，本研究から得られた知見の一般化可

能性の検証を行う必要性について言及した．	


